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特集●ニーズに応える収入保険
● 地域の話題 涌谷町
● ちょこっとぶらり 石巻市
● われらNOSAIサポーターズ 名取市、気仙沼市
● 絆レター 松島町
● さわやかさん 大崎市
● わが家の味レシピ 柴田町



　
収
入
保
険
は
、農
業
経
営
全
体
の
収

　
入
を
対
象
と
し
て
お
り
、米
価
下
落

だ
け
で
は
な
く
、野
菜
の
販
売
収
入
が

減
少
し
た
際
に
も
補
償
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
３
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
米
価
が
下
落
し
た
だ
け
で
な
く
、野
菜
の

需
要
が
落
ち
込
み
、野
菜
の
売
り
上
げ
も
激

減
し
ま
し
た
。

　
野
菜
栽
培
は
消
毒
や
防
虫
を
徹
底
し
て
い

る
た
め
、病
虫
害
に
よ
る
減
収
は
あ
る
程
度
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、冠
水・浸
水
し
や
す

い
土
地
柄
の
た
め
、水
害
は
毎
年
心
配
の
た
ね

に
な
って
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
７
月
16
日
の
集
中
豪
雨
で
は
圃

場
が
３
〜
４
日
冠
水
し
、幼
穂
形
成
期
の
水

稲
が
生
育
不
良
と
な
り
、例
年
に
比
べ
て
収

穫
量
が
２
割
減
少
し
ま
し
た
。ま
た
、成
熟
期

を
迎
え
た（
収
穫
前
の
）野
菜
の
作
付
圃
場
も

浸
水
し
、収
穫
不
能
と
な
っ
た
作
物
も
あ
り

ま
し
た
。

　
収
入
保
険
で
は
品
質
低
下
や
価
格
低
下
、

水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
る
収
入
減
少
を

幅
広
く
補
償
し
て
も
ら
え
る
た
め
、大
き
な

安
心
を
得
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
今
の
経
営
規
模
を
維
持
し
な

が
ら
農
業
を
続
け
、収
入
保
険
に
継
続
加
入

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
収
入
保
険
は
、す
べ
て
の
農
産
物
を

　
対
象
に
、自
然
災
害
の
ほ
か
、け
が

や
病
気
な
ど
避
け
ら
れ
な
い
リ
ス
ク

に
よ
る
収
入
減
少
を
補
償
し
ま
す
。

　
私
の
加
入
の
決
め
手
は
、品
目
を
問
わ
ず
、

自
分
で
生
産
販
売
す
る
農
産
物
の
販
売
収
入

全
体
を
補
償
し
て
く
れ
る
た
め
、安
心
し
て
営

農
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
か

ら
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、干
し
柿
に
対
し
て
収
量
や
販
売

収
入
を
補
償
す
る
制
度
が
な
く
、凍
霜
害
で

柿
の
収
量
が
減
少
し
た
場
合
や
、気
温
や
湿

度
上
昇
で
乾
燥
が
う
ま
く
い
か
ず
廃
棄
せ
ざ

る
を
得
な
い
場
合
な
ど
は
収
入
が
減
少
し
、

不
安
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。加
入
し
た
今
は
、

安
心
し
て
干
し
柿
生
産
を
行
って
い
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
多
発
し
て
い
る
凍
霜
害
や
雨
不

足
で
は
、柿
に
変
形
果
が
目
立
ち
、干
し
柿
の

販
売
収
入
が
大
き
く
減
って
し
ま
い
ま
し
た
。

自
分
で
は
防
ぎ
き
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク

に
直
面
し
た
こ
と
で
、改
め
て
収
入
保
険
の
必

要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
収
入
保
険
を
経
営
の
支
え
に
、

今
の
経
営
規
模
を
維
持
し
な
が
ら
、品
質
の

良
い
干
し
柿
を
作
って
い
き
た
い
で
す
。

　
収
入
保
険
へ
の
加
入
は
、青
色
申
告

　
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
私
は
10
年
前
か
ら
青
色
申
告
を
し
て
お
り
、

収
入
保
険
説
明
会
で
担
当
職
員
か
ら
自
分
の

経
営
に
合
わ
せ
た
具
体
的
な
補
償
内
容
や
保

険
料
等
を
説
明
し
て
も
ら
い
加
入
し
ま
し
た
。

　
青
色
申
告
は
、簡
易
な
方
式
の
簿
記
で
も

所
得
か
ら
10
万
円
控
除
が
で
き
ま
す
。収
入

保
険
へ
の
加
入
を
視
野
に
入
れ
、青
色
申
告
へ

の
挑
戦
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
私
の
住
む
地
域
は
水
害
の
危
険
性
が
高

く
、堤
防
を
越
流
し
た
川
水
が
圃
場
内
に
入

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。昨
年
７
月
の
集
中
豪

雨
で
も
水
稲
が
冠
水
し
、品
質
低
下
に
よ
る

等
級
低
下
で
収
入
が
減
少
し
ま
し
た
。

　
前
年
大
豆
を
作
付
し
た
圃
場
で
の
水
稲
栽

培
は
、対
策
を
行
っ
て
も
倒
伏
の
リ
ス
ク
が
あ

り
ま
す
。倒
伏
圃
場
で
の
刈
り
取
り
は
、収
穫

ロ
ス
が
出
る
ほ
か
品
質
が
落
ち
ま
す
。

　
収
入
保
険
は
収
量
の
減
少
だ
け
で
は
な

く
、実
際
の
販
売
収
入
を
基
に
収
入
減
少
を

補
償
し
て
く
れ
、実
態
に
応
じ
た
補
償
は
魅

力
的
で
す
。こ
れ
か
ら
も
農
家
に
寄
り
添
っ
た

制
度
で
あ
って
ほ
し
い
で
す
。

水
害
に
対
す
る
不
安
払
拭
に

さ
ま
ざ
ま
な
品
目
を
補
償
し
心
強
い

販
売
収
入
を
基
に
し
た
補
償
が
魅
力

特 集特 集
　
農
業
者
の
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
に
よ
る
収
入
減
少
を
幅
広
く
補
償
す
る
収
入
保
険
。

　
平
成
31
年
１
月
に
ス
タ
ー
ト
以
来
制
度
が
浸
透
し
、県
内
で
も
多
く
の
方
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、さ
ら
な
る
制
度
の
充
実
と
普
及
拡
大
が
望
ま
れ
る
中
、加
入
を
決
め
た
農
業
者
の

声
と
と
も
に
、新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
進
む
姿
を
紹
介
し
ま
す
。

今
、宮
城
県
で
は ニ

ー
ズ
に
応
え
る
収
入
保
険

　
〜
農
業
者
の
声
を
受
け
て
進
化
〜

　
加
入
者
数
は
年
々
増
え
、令
和
４
年
度
は
青

色
申
告
を
行
っ
て
い
る
経
営
体
の
41・２
％
に
当

た
る
、３
２
７
２
経
営
体
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
の
支
払
い
は
７
月
15
日
〜
16
日
に

か
け
て
の
集
中
豪
雨
や
農
産
物
の
価
格
低
下
な
ど

が
要
因
で
収
入
が
減
少
し
、１
５
２
９
件
に
対
し
、

24
億
７
１
５
５
万
１
３
４
８
円
を
支
払
い
ま
し
た
。

令
和
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年
度
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３
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４
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２
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３
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４
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　  （1,529件）

1,273件

2,117件

2,961件
3,272件

令
和
元
年
度

1,000

0

2,000

3,000

件数（件）

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
元
年
度

10億

0

20億

金額（円）

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

5億

15億

2,150万6,021円
　（16件）

1億8,779万6,839円
　 （124件）

10億4,558万405円
　 （672件）

24億7,155万1,348円
　  （1,529件）
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　　　石
い し だ

田　耕
こ う さ く

作さん（74）
営農歴56年。水稲3.9㌶のほか、露地13㌃でネギや
枝豆、ハウス７棟（11㌃）でキュウリやトマトなど、約
20種類を栽培しています。

大崎市
　　　谷

や つ

津　義
よ し か ず

和さん（71）
営農歴50年。水稲70㌃のほか、柿50㌃を栽培し干し
柿を生産しています。また、桑1.5㌶を栽培し養蚕も
行っています。

丸森町

　　　小
お の で ら

野寺　信
の ぶ お

男さん（69）
営農歴49年。妻のすみ江さん（63）と、水稲9.3㌶（主食
用米5.3㌶、飼料用米４㌶）を栽培しています。その他に
集落営農組合で大豆18㌶を栽培しています。

栗原市

加入者数の推移

保険金等の支払状況

加
入
者
数
の
推
移

保
険
金
等
の
支
払
状
況

point!point!

point!
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●令和6年から保険開始の加入スケジュール（税の算定期間が１月１日〜12月31日の場合）

税申告書類
個  人…青色申告決算書、所得税の確定申告書第１表
法  人…損益計算書、法人税の申告書の別表１および別表４
その他に雑収入の内訳が分かる書類  など

令和5年分のデータを加
えて、基準収入を算定。

保険料、積立金は
分割支払（最大9
回）もできます。

「もしも」に備えて、
さまざまなタイプや
保険料等をシミュ
レーションしながら
ご提案します。

※加入申請年1年分のみの青色申告実績（1中1）で加入する場合、青色申告であることが確認できる書類が必要です。

〜12月 １月　　  ２月 ６月  〜  12月３月　　  ４月　　  ５月

※個人の場合のイメージです。　※法人で税の算定期間が異なる場合のスケジュールはお問い合わせください。

保険期間（税の算定期間）加入申請期間

加入申請書 営農計画書 令和5年分の
税申告書類

過去の税申告書類
令和元年分〜令和4年分

   保険期間中（1月〜12月）は、農作業日誌に作付け、施肥、防除等の月日を記録し保存をお願いします。
   また、災害等で収入の減少が見込まれる場合は、速やかに最寄りの支所へご連絡ください。

保険期間中に災害等で収入が大きく減少し、資金が必要
な場合は、無利子のつなぎ融資を受けることができます。

保険料等
の納付

令和６年令和５年

　
収
入
保
険
は
、過
去
５
年
間
の
平
均
収
入
を
基

に
基
準
収
入
を
算
定
し
補
償
額
を
決
め
ま
す
。

　
大
き
な
気
象
災
害
で
収
入
が
減
少
し
た
年
が

あ
る
と
基
準
収
入
が
下
が
って
し
ま
い
ま
し
た
が
、

被
害
を
受
け
た
年
の
農
業
収
入
を
そ
の
年
の
基

準
収
入
の
８
割
ま
で
上
方
修
正
し
て
基
準
収
入

を
算
定
で
き
る
特
例
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　
基
準
収
入
の
減
少
を
抑
え
る
こ
と
で
、経
営
の

実
情
に
あ
っ
た
補
償
に
な
り
ま
す
。

　
収
入
保
険
は
、最
大「
保
険
方
式（
80
％
限
度
）」と「
積
立
方
式（
10
％
限
度
）」の

組
み
合
わ
せ
で
収
入
減
少
を
補
償
し
ま
す
が
、積
立
金
の
負
担
が
大
き
い
と
い
う
声
が

上
が
って
い
ま
し
た
。

　
加
入
時
の
負
担
軽
減
を
求
め
る
声
に
応
え
、基
本
の
補
償
タ
イ
プ
に
加
え
、保
険
方

式
の
割
合
を
上
げ
て
積
立
方
式
と
組
み
合
わ
せ
る
補
償
タ
イ
プ
と
、保
険
方
式
だ
け
で

90
％
補
償
す
る
タ
イ
プ
を
導
入
し
ま
す
。な
お
、保
険
料（
保
険
方
式
部
分
）は
全
額
経

費
と
な
る
の
で
、税
負
担
も
軽
減
で
き
ま
す
。

　
収
入
保
険
は
こ
れ
ま
で
、少
な
く
と
も
２
年
分
の
青
色
申
告
実
績

が
必
要
で
し
た
が
、加
入
申
請
年
１
年
分
の
実
績
が
あ
れ
ば
加
入
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
分
が
青
色
申
告
な
ら
令
和
６
年
か
ら
加
入
で
き
、白
色

申
告
を
し
て
い
た
方
の
加
入
の
ハ
ー
ド
ル
が
ぐ
っ
と
下
が
り
ま
す
。

※�

白
色
申
告
か
ら
青
色
申
告
へ
変
更
す
る
場
合
は
、青
色
申
告
を
し
よ
う
と
す
る

年
の
３
月
15
日
ま
で
所
轄
の
税
務
署
に
届
出
が
必
要
で
す
。

被
害
年
の
収
入
金
額
を
補
正

積
立
金
の
負
担
を
減
ら
す
補
償
プ
ラ
ン
導
入

青
色
申
告
実
績
１
年
分
で
加
入
が
可
能
に

　
収
入
保
険
で
は
、令
和
６
年
契
約
の
加
入
か
ら
新
た
に
３
つ
の

取
り
組
み
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で

加
入
を
た
め
ら
っ
て
い
た
皆
さ
ん
、

収
入
保
険
へ
の
移
行
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

新
た
な
取
り
組
み
が

　
令
和
６
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

補正後
800万円

補正後
100万円

過去5年間の収入金額 保険期間の
基準収入

改正後は
基準収入が
960万円
となります

災害のあった年の
基準収入の8割まで

上方補正

気象災害

基
本
の
タ
イ
プ

新
た
な
補
償
タ
イ
プ

収
入
減
少

青色申告
令和6年

加入可能
令和7年

青色申告
令和5年

加入可能
令和6年

青色申告
令和5年

改正後

改正前
最低2年分の実績

1年分の実績で加入可能に

収入
1,000万円

令
和
元
年

令
和
２
年

令
和
３
年

令
和
４
年

令
和
５
年

収入
1,000万円

基準収入

パターン❷【保険方式90％】の場合

保険期間の
収入金額

保険方式で補填
（保険金）

積立方式で補填
（特約補填金）

自己責任部分
100％
90％
80％

保険期間の
収入金額

保険方式で補填
（保険金）

自己責任部分

支払率（9割を上限として選択）
100％
90％

保険期間の
収入金額

保険方式で補填
（保険金）

特約補填金
自己責任部分

補
て
ん
限
度
額

補
て
ん
限
度
額

補
て
ん
限
度
額

支払率（9割を上限として選択）
100％
90％
85％

収入
1,000万円

収入
1,000万円

令
和
６
年

基準収入
860万円

収入
300万円

パターン❶【保険方式85％】の場合積立方式  5％

【保険方式80％】積立方式10％

積立金の負担を軽減しつつ、保険方式の補償を充実するタイプを導入

支払率（9割を上限として選択）

基準収入
1000万円

積立金を含む負担額
33.2万円

基本タイプより
7.4万円
軽減

基本タイプより
13.3万円
軽減

補正後
800万円

補正後
100万円

過去5年間の収入金額 保険期間の
基準収入

改正後は
基準収入が
960万円
となります

災害のあった年の
基準収入の8割まで

上方補正

気象災害

基
本
の
タ
イ
プ

新
た
な
補
償
タ
イ
プ

収
入
減
少

青色申告
令和6年

加入可能
令和7年

青色申告
令和5年

加入可能
令和6年

青色申告
令和5年

改正後

改正前
最低2年分の実績

1年分の実績で加入可能に

収入
1,000万円

令
和
元
年

令
和
２
年

令
和
３
年

令
和
４
年

令
和
５
年

収入
1,000万円

基準収入

パターン❷【保険方式90％】の場合

保険期間の
収入金額

保険方式で補填
（保険金）

積立方式で補填
（特約補填金）

自己責任部分
100％
90％
80％

保険期間の
収入金額

保険方式で補填
（保険金）

自己責任部分

支払率（9割を上限として選択）
100％
90％

保険期間の
収入金額

保険方式で補填
（保険金）

特約補填金
自己責任部分

補
て
ん
限
度
額

補
て
ん
限
度
額

補
て
ん
限
度
額

支払率（9割を上限として選択）
100％
90％
85％

収入
1,000万円

収入
1,000万円

令
和
６
年

基準収入
860万円

収入
300万円

パターン❶【保険方式85％】の場合積立方式  5％

【保険方式80％】積立方式10％

積立金の負担を軽減しつつ、保険方式の補償を充実するタイプを導入

支払率（9割を上限として選択）

基準収入
1000万円

積立金を含む負担額
33.2万円

基本タイプより
7.4万円
軽減

基本タイプより
13.3万円
軽減

補正後
800万円

補正後
100万円

過去5年間の収入金額 保険期間の
基準収入

改正後は
基準収入が
960万円
となります

災害のあった年の
基準収入の8割まで

上方補正

気象災害

基
本
の
タ
イ
プ

新
た
な
補
償
タ
イ
プ

収
入
減
少

青色申告
令和6年

加入可能
令和7年

青色申告
令和5年

加入可能
令和6年

青色申告
令和5年

改正後

改正前
最低2年分の実績

1年分の実績で加入可能に

収入
1,000万円

令
和
元
年

令
和
２
年

令
和
３
年

令
和
４
年

令
和
５
年

収入
1,000万円

基準収入

パターン❷【保険方式90％】の場合

保険期間の
収入金額

保険方式で補填
（保険金）

積立方式で補填
（特約補填金）

自己責任部分
100％
90％
80％

保険期間の
収入金額

保険方式で補填
（保険金）

自己責任部分

支払率（9割を上限として選択）
100％
90％

保険期間の
収入金額

保険方式で補填
（保険金）

特約補填金
自己責任部分

補
て
ん
限
度
額

補
て
ん
限
度
額

補
て
ん
限
度
額

支払率（9割を上限として選択）
100％
90％
85％

収入
1,000万円

収入
1,000万円

令
和
６
年

基準収入
860万円

収入
300万円

パターン❶【保険方式85％】の場合積立方式  5％

【保険方式80％】積立方式10％

積立金の負担を軽減しつつ、保険方式の補償を充実するタイプを導入

支払率（9割を上限として選択）

基準収入
1000万円

積立金を含む負担額
33.2万円

基本タイプより
7.4万円
軽減

基本タイプより
13.3万円
軽減

青
色
申
告
を

始
め
た
ば
か
り
だ
と
、

す
ぐ
に
加
入

で
き
な
い
ん
で
し
ょ
…

積
立
金
の
負
担
が

大
き
く
て
大
変

な
ん
だ
よ
な
ぁ
…

大
き
な
気
象
災
害

で
収
入
が
激
減
し
た

年
が
あ
っ
て
、そ
の
年
を

基
準
収
入
の
算
定
に

含
ま
れ
る
と
な
ぁ
…

  

　こ
ん
な
理
由

　こ
ん
な
理
由

あ
ん
な
理
由
は
解
決
！

あ
ん
な
理
由
は
解
決
！

　あ
き
ら
め
な
い
で
！

　あ
き
ら
め
な
い
で
！

気象災害特例のイメージ
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施
設
内
農
作
物
の
補
償

　
自
然
災
害
や
病
虫
害
に
よ
る
収
穫
量
の
減

少
や
販
売
価
格
の
低
下
な
ど
の
リ
ス
ク
を
補
償

し
ま
す
。

ハ
ウ
ス
本
体
の
補
償

　
風
害
や
雪
害
、地
震
な
ど
の
自
然
災
害
の
他
、

火
災
や
鳥
獣
害
な
ど
の
災
害
も
補
償
し
ま
す
。

収
入
保
険

園
芸
施
設
共
済

麦共済

大豆共済

加
入
申
込
期
限
は

10
月
10
日
で
す

加
入
内
容
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

　
令
和
６
年
産
麦
共
済
の
加
入
申
込
書
の
提
出
期
限
は

10
月
10
日
で
す
。耕
地
等
情
報
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、期

限
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

加
入
要
件

　
麦（
秋
ま
き
の
六
条
大
麦
、二
条
大
麦
、小
麦
、

裸
麦
）の
耕
作
面
積
の
合
計
が
10
アール
以
上
の
方

補
償
期
間

　
発
芽
期
か
ら
収
穫
期
ま
で

引
受
方
式
、補
償
割
合

　
引
受
方
式
お
よ
び
補
償
割
合
は
選
択
で
き
ま
す
が
、品
質
低
下

ま
で
カ
バ
ー
す
る
災
害
収
入
共
済
方
式
の
９
割
補
償
を
お
す
す
め

し
て
い
ま
す
。

麦
共
済
と
収
入
保
険

　
麦
共
済
と
収
入
保
険
は
、補
償
期
間
が

異
な
り
ま
す
。【
表
１
】

　
令
和
６
年
１
月
か
ら
新
た
に
収
入
保
険

に
加
入
さ
れ
る
方
は
、次
の
※
の
理
由
か
ら

麦
共
済
に
加
入
後
、収
入
保
険
へ
移
行
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

※�

麦
共
済
に
加
入
す
る
こ
と
で
、麦
の
発
芽
期

か
ら
収
入
保
険
の
補
償
開
始
ま
で
の
期
間

に
発
生
し
た
事
故
が
収
入
保
険
へ
引
き
継
が

れ
ま
す
。収
入
保
険
へ
移
行
の
際
は
、麦
の
共

済
掛
金
と
賦
課
金
が
全
額
返
金
さ
れ
ま
す
。

　
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
大
豆
共
済
の
加
入
内
容
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。加
入
内
容
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
最
寄

り
の
支
所
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
耕
地
等
情
報
の
内
容
が
正
し
く
な
い
と
、災
害
が
発
生
し
た
際

に
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、再
度
、

加
入
い
た
だ
い
て
い
る
耕
地
等
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、収
穫
前
に
す
き
込
み
等
を
行
う
場
合
は
、作
業
前
に
必

ず
最
寄
り
の
支
所
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
園
芸
施
設
共
済
は
、ハ
ウ
ス
本
体
に
加

え
、附
帯
施
設
や
撤
去
費
用
、復
旧
費
用

を
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。ま
た
、少
額
の
損
害
か
ら
補
償

す
る
特
約
や
付
保
割
合
追
加
特
約
を
選
択

い
た
だ
く
こ
と
で
、さ
ら
に
補
償
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。災
害
の
備
え

と
し
て
、収
入
保
険
と
併
せ
て
園
芸
施
設

共
済
へ
の
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
例
年
、10
月
頃
ま
で
全
国
各
地
で
台
風
に
よ
る
被
害
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
。宮
城
県
内
で
も
令
和
元
年
10
月
の

台
風
19
号
に
よ
り
、多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。ハ
ウ

ス
の
日
々
の
点
検
に
加
え
、強
風
等
に
対
す
る
備
え
を
し

ま
し
ょ
う
。

令和4年7月の大雨被害で浸水した大豆圃場（令和4年7月17日美里町）

園芸
施設共済
台
風
に

備
え
ま
し
ょ
う

+
 プラス！

収入保険 園芸施設共済
収入保険と園芸施設共済の
両方の加入がおすすめ！

　
収
入
保
険
で
施
設
内
農
作
物
を
補

　
償
し
、園
芸
施
設
共
済
で
施
設
本

体
を
補
償
し
ま
す
。

　
収
入
保
険
に
は
、近
年
の
局
地
的
な
自
然

災
害
、夏
の
猛
暑
に
よ
る
農
作
物
の
収
量
減

少
や
品
質
低
下
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
販
売
価
格
の

低
迷
が
心
配
な
点
と
、野
菜
を
補
償
す
る
保

険
が
あ
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
令
和
４
年
契
約

か
ら
加
入
し
ま
し
た
。

　
加
入
後
、７
月
の
大
雨
被
害
と
夏
の
猛
暑

の
影
響
で
、米
と
ネ
ギ
の
収
量
減
少
や
品
質

低
下
の
た
め
収
入
が
減
少
し
ま
し
た
が
、収

入
保
険
で
補
償
を
受
け
ま
し
た
。安
心
し
て

農
業
経
営
を
行
え
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
園
芸
施
設
共
済
に
は
４
棟
加
入
し
て
い
ま

す
が
、今
年
２
月
26
日
の
強
風
で
２
棟
の
ハ
ウ

ス
で
ビ
ニ
ー
ル
に
被
害
を
受
け
ま
し
た
。春
先

の
被
害
で
し
た
が
、共
済
金
の
早
期
支
払
い

を
受
け
、春
作
業
に
ハ
ウ
ス
の
修
復
が
間
に
合

い
ま
し
た
。ハ
ウ
ス
の
資
材
も
高
騰
し
、材
料

が
入
手
し
づ
ら
く
な
っ
て
お
り
、建
て
替
え
や

修
繕
の
負
担
も
大
き
い
で
す
。

　
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
備
え
は
重
要

な
の
で
、今
後
も
収
入
保
険
と
園
芸
施
設
共

済
に
加
入
し
て
経
営
を
守
って
い
き
た
い
で
す
。

自
然
災
害
も
収
入
減
少
も
カ
バ
ー　　　今

こ ん の

野　博
ひ ろ ゆ き

幸さん（49）

営農歴19年。水稲主食用米5.7㌶、飼料用米2.0㌶のほ
か、ハウス4棟（5.3㌃）を稲の育苗や囲いネギの保管に
使用しています。

加美町
ご注意ください!

�強風が見込まれる場合は、本体の被害を軽減するため、事前に被覆
材を取外したり、巻上げや、切除により損害を防止しましょう。
※�ご連絡がなかったり遅延すると、共済金をお支払いできない場合が
ありますのでご注意ください。

台風前の簡易チェックリスト
① 最新の気象情報を確認しましたか？ □
② ハウス周辺を片付けていますか？ □
③ ハウス本体に腐食やサビはありませんか？ □
④ 換気部等の風の吹きこみ口となる箇所は
　 塞がっていますか？ □

⑤ 出入り口の補強や戸締りはしましたか？ □
⑥ 被覆材にたるみや破れはありませんか？ □
⑦ 被覆材の押さえ材に緩みはありませんか？ □

隙間のできやすい部分、め
くれやすい部分を押さえ材
でしっかりと固定しましょう

押さえ材（スプリング、パッカー）

特 集

収入保険

園芸
施設共済

【表１】 麦共済と収入保険の補償期間

発芽期　　　　　　　　�収穫期

1月　　　　　�12月

※

個人の場合 令和５年 令和6年

麦共済

�収入保険

麦共済から収入保険へ

point!
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組合員等記入欄

災害の
発生月日

8月20日

災害の種類

風水害 200
200

200

申告単収

（ｋｇ/10a）

8月20日
8月20日

風水害
風水害

田んぼ良い例

悪い例

左右どちらの田んぼか分からない 農道から確認しづらい

立札
農　道

農　道

立札 立札

立札 立札

田んぼ

立札

田んぼ

田んぼ 田んぼ 田んぼ

立札

注　意

ここに記入！1kg当たりの補償単価200円の場合

1kg当たりの補償単価200円の場合

水稲共済

被
害
申
告
は
収
穫
前
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

　
水
稲
の
損
害
評
価
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。組
合

で
は
適
正
か
つ
公
平
な
損
害
評
価
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
損
害
評
価
は
、組
合
員
の
皆
様
の
適
正
な
被
害
申
告
が

大
事
で
す
。被
害
申
告
が
な
い
場
合
は
、共
済
金
を
お
支
払

い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、田
ん
ぼ
を
よ
く
見
て
加

入
方
式
等
の
基
準
を
下
回
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、被
害

申
告
に
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
主
な
災
害（
共
済
事
故
）

◆
風
水
害 

◆
干
害 

◆
ひ
ょ
う
害 

◆
冷
害 

◆
雨
害
湿
潤
害

◆
冷
湿
害 

◆
土
壌
湿
潤
害 

◆
地
震
害 

◆
雷
害 

◆
噴
火
の
害

◆
地
す
べ
り
の
害 

◆
火
災 

◆
病
害 

◆
虫
害 

◆
鳥
害 

◆
獣
害

◆
そ
の
他
、気
象
上
の
原
因
に
よ
る
災
害

損
害
通
知
書
兼
野
帳
の
提
出

　
半
相
殺
方
式
の
損
害
評
価
は
、農
家
ご
と
に
、被
害
申
告
筆
か
ら

一
定
数
を
任
意
抽
出
し
て
調
査
す
る「
農
家
申
告
抜
取
調
査
」と

な
り
ま
す
。被
害
の
あ
っ
た
耕
地
の
10
アール
当
た
り
の
見
込
単
収
を
、

損
害
通
知
書
兼
野
帳
の
申
告
単
収
の
欄
に
、上
記
の
記
入
例
の
よ

う
に
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。申
告
の
際
に
記
入
い
た
だ
い
た

申
告
単
収
が
損
害
評
価
の
基
礎
と
な
る
の
で
、耕
地
を
見
回
り
の

上
、適
正
な
単
収
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

立
札
の
設
置

　
損
害
評
価
野
帳
の
記
入
後
、立
札
を
損
害
評
価（
現
地
調
査
）

前
日
ま
で
に
、被
害
申
告
し
た
圃
場
の
農
道
か
ら
確
認
で
き
る
よ

う
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　
損
害
評
価
の
適
正
化
を
図
る
た
め
現
地
調
査
に
対
す
る
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。現
地
調
査
は
、農
家
申
告
抜
取
調
査
で
抽
出

し
た
抜
取
調
査
筆
に
つ
い
て
、実
測
調
査
等
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

　
現
地
の
立
札
は
損
害
評
価
が
終
了
す
る
ま
で
は
立
て
た
ま
ま
に

し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　  

評
価
前
に
刈
り
取
ら
な
い

　
や
む
を
得
ず
評
価
前
に
刈
り
取
り
す
る
場
合
は
、必
ず

事
前
に
最
寄
り
の
支
所
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
被
害
申
告
し
た
圃
場
の
一
部
で
も
刈
り
取
っ
て
し
ま
う

と
評
価
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

被害表示札（立札）の立て方 被害申告をした田んぼの中に、田んぼ1枚ごとによく
分かるように、そして、見えるように立ててください。

半相殺方式の損害通知書兼野帳の記入例被害申告からの流れ

1半相殺方式 に加入の場合

2全相殺方式 に加入の場合

3地域インデックス方式 に加入の場合

半相殺方式（8・7・6割補償）
被害耕地の減収量の合計が農家ごと・類
区分ごと(主食用・飼料用など)に基準収
穫量の合計が2・3・4割を超える減収が見
込まれる場合

※損害通知書に加入者から「10a当たりの
　見込収穫量」を記入していただきます。

全相殺方式 施設型・青色申告型・
白色申告型（9・8・7割補償）
農家ごと・類区分ごと(主食用、飼料用な
ど)に基準収穫量の合計が1・2・3割を超
える減収が見込まれる場合

※分割評価……肥培管理が適切に行われていない等共済事故以外の原因による減収がある場合は、共済事故による減収量との分割
（分割評価）を行い、共済事故以外による減収量は減収として取り扱いしません。

地域インデックス方式
（9・8・7割補償）

農家ごと・統計単位地域ごとに基準収穫
量の合計が1・2・3割を超える減収が見込
まれる場合

●10a当たりの基準単収500kg　　●作付面積30a(10a×3筆)
●評価結果収穫量1,110kg（増収分は含まれません）

●10a当たりの基準単収500kg(過去5年間の最大最小を除く3年の平均)
●作付面積30a　　●本年の収穫量1,210kg

 共済金支払例（８割補償の場合）

 共済金支払例（９割補償の場合）

基準単収 × 作付面積 = 基準収穫量の合計
(500kg/10a)　 (30a)　　　      (1,500kg)

1,500kg × 補償割合(8割) = 1,200kg

補償となる収穫量 - 本年の評価結果収穫量 = 90kg
　    (1,200kg)　　　　　　 (1,110kg)

90kg × 200円/kg  = 18,000円

基準単収 × 作付面積 = 基準収穫量の合計
(500kg/10a)　 (30a)　　　      (1,500kg)

1,500kg × 補償割合(9割) = 1,350kg

補償となる収穫量 - 本年の収穫量 = 140kg
　　 (1,350kg)　　　　  (1,210kg)

140kg × 200円/kg  = 28,000円

農家申告抜取調査
損害評価員等で調査班を編成し、被害申告圃場のうち一定数を
任意に抽出し、検見または実測により調査し、必要に応じて分割
評価を行います。

抜取(実測)調査
農家申告抜取調査を検見で行った場合、各調査班ごとに10筆以
上を任意に抽出し、損害評価会委員等が実測調査します。

共済事故確認調査
被害申告した農家の圃場について、事故の発生状況を確認し、必要
に応じて分割評価を行います。

施設計量全数調査
乾燥調製施設の計量結果を調査します。
※「青色申告および白色申告」による収穫量の確認は、確定申告終了後に決算書等
　と品目別内訳書により行います。

共済事故確認調査
被害申告した農家の圃場について、事故の発生状況を確認し、必要
に応じて分割評価を行います。

市町村別統計単収の確認
被害申告のあった圃場が属する市町村ごとの統計単収を用いて
減収量を算定します。

各耕地の収穫量

各耕地の収穫量

200kg ＋ 410kg ＋ =500kg

耕地１
200kg

減収量
90kg

増収分

減収量
300kg

耕地２
410kg

耕地３
600kg

基準収穫量
500kg

評価結果収穫量
1,110kg

100kg

200kg ＋ 410kg ＋ =600kg

耕地１ 耕地２ 耕地３

基準収穫量
500kg

本年の収穫量
1,210kg

200kg ＋ 410kg ＋ =500kg

耕地１
200kg

減収量
90kg

増収分

減収量
300kg

耕地２
410kg

耕地３
600kg

基準収穫量
500kg

評価結果収穫量
1,110kg

100kg

200kg ＋ 410kg ＋ =600kg

耕地１ 耕地２ 耕地３

基準収穫量
500kg

本年の収穫量
1,210kg

▶︎

▶︎

▶︎

▶︎

▶︎

▶︎

補償となる収穫量

補償となる収穫量

共済金支払対象
となる減収量

共済金支払対象
となる減収量

支払共済金

支払共済金

共済金
12月中下旬
支払予定

共済金
12月中下旬
支払予定

共済金
翌年4月下旬
支払予定

 ※青色申告型および
 　白色申告型は翌年
 　4月下旬に支払い
 　予定
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牛の体に直接風を当てる

飼料の劣化や腐敗に注意

毛刈りをする

遮光ネットや断熱材の設置

畜舎内の換気

設備の点検冷たい新鮮な水が
いつでも飲める環境

第一胃の発酵を整える
生菌剤や機能性飼料の給与

肝臓のケア
強肝剤の給与

ビタミンＡ欠乏症予防
ビタミン剤の適切な給与

早期発見・早期治療

畜舎の管理

寒暖差のストレスにより
体内のビタミンＡを

大量消費

急に食欲が増し
採食量が増える

ルーメン
アシドーシス

ビタミンＡ
欠乏症

●採食量の低下
●膝や後肢の関節
　　　　　周辺の腫れ
●肝臓や筋肉へのダメージ
●慢性化すると失明も

●採食量の低下
●軟便～下痢
●乳脂肪率の低下
●蹄病、肝障害、肺炎

涼しくなってくると…

主な
症状

主な
症状

予 防 対 策

牛の管理
農機
具共済

詐
欺
に

だ
ま
さ
れ
な
い
で

注意

　
ま
だ
ま
だ
残
暑
の
厳
し
い
季
節
が
続
き
ま
す
が
、暑

さ
に
弱
い
牛
が
夏
バ
テ
に
な
ら
な
い
た
め
に
、対
策
を

と
っ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。暑
熱
対
策
が
十

分
で
な
い
と
、秋
に
な
っ
て
か
ら
夏
の
疲
れ
が
出
て
、病

気
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　
今
一
度
、暑
熱
対
策
を
確
認
し
、残
暑
を
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。

　「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」と
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、夏

の
暑
さ
が
和
ら
い
で
く
る
頃
に
も
油
断
は
禁
物
で
す
。

農
機
具
の
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　
い
よ
い
よ
秋
の
収
穫
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。
農
機
具
を
使
用

す
る
前
に
保
守
点
検
と
整
備
を
行
い
、
快
適
で
円
滑
な
作
業
が

で
き
る
よ
う
に
、
故
障
や
事
故
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

刈取部

脱穀部機体（全体）

エンジン部

コンバインのコンバインの
主な主な

点検項目点検項目

加入農機具に変更はありませんか
　ご加入の農機具に買替えなどがありましたら、速やかに最寄りの支所へご連絡をお願いします。職員
が確認に伺い、「入替え」手続きを行います。銘柄、型式区分等が加入内容と異なると、事故の際、共済金
が支払われない場合がありますので、ご注意ください。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
を
装
っ
た
詐
欺
と
思
わ
れ
る

事
案
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。現
在
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

で
は
現
金
集
金
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。不
審
な

場
合
は
迷
わ
ず
、一一
〇
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

現
金
集
金
業
務
を
廃
止
し
て
い
ま
す

　
組
合
で
は
、掛
金
等
に
つ
い
て
現
金
の
取
り
扱

い
を
な
く
し
、口
座
振
替
に
移
行
す
る
よ
う
農
林

水
産
省
お
よ
び
宮
城
県
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
ま

す
。こ
れ
に
よ
り
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
は
、共

済
掛
金
等
の
現
金
集
金
を
行
って
お
り
ま
せ
ん
。

　
口
座
振
替
の
利
用
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

診
療
受
付
時
間
に
つ
い
て

　
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、長
時

間
労
働
や
人
員
不
足
等
、獣
医
師
職

員
の
労
働
環
境
改
善
が
急
務
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。地
域
の
獣
医
療
提
供

体
制
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、往
診

等
の
ご
依
頼
は
下
記
の
受
付
時
間
内

に
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
いい
た
し
ま
す
。

NOSAI INFORMATION

◆診療受付時間（当日の人工授精を含む）
　午前8時30分〜午前9時30分
◆緊急を要する診察
　上記以外でも受付します。

症状別

症　　　状

  

高 

⬅ 

危
険
度 

➡ 

低

対　　　応

下記症状に加え、高熱（40℃以上）、
よだれを流す、開口呼吸、目の充血、
痙攣、意識障害など

緊急を要する場合があります。
早急に診療を依頼してください。

呼吸が速い、食欲低下
診療所の受付時間内に診療を
依頼してください。

発汗、落ち着きなく動き回る、何度も
水を飲みたがる

熱中症の初期症状です。牛を涼
しい場所に移動させ、冷水を給
与し、体を冷やして様子を見て
ください。

診療依頼 のタイミング診療依頼 のタイミング

時間外に診療依頼をすべきかわからない場合は、まずは各家畜診療センターへ電話でお問い合わせください。
なお、各家畜診療センターでの夜間休日等の電話受付は、自動応答サービスを利用しておりますのでご了承願います。

家畜共済

家
畜
の
病
気
と
向
き
合
う
④  

〜
夏
バ
テ
対
策
〜

各Ｖベルトの張りは適正か、ま
た傷や亀裂などがないか確認
しましょう。

燃料・エンジンオイル・クーラ
ントは適量か定期的に確認を
行い、オイルフィルター等を含
め交換しましょう。

こぎ歯や切り刃、受け網などに
破損がないか確認しましょう。

刈刃、駆動チェーン
（引き起こし・供給・
搬送・排ワラの各
チェーン）への注油
と、チェーンの張り
の調整を忘れずに
行いましょう。特に
作業終了後、汚れを
しっかり落としてか
らの注油が効果的
です。

走行部

駆動部分へのグリスアップを忘れずに行いま
しょう。点検時や作業中に異音を発する場
合は、グリスが切れて金属同士がこすれ回っ
ていることが考えられます。特に揺動転輪部
（スイングアーム・揺動転輪）へのグリスは、
こまめに確認を行い注油しましょう。
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ぶらり

涌谷町

石巻河南
IC

石巻

●

●

石ノ森萬画館

石巻魚市場

石
巻
線

仙 石 線

石巻南浜津波
復興祈念公園

日和山公園

398

398

108

石巻専修大

旧北上川

文
45

45
牧山市民の森

192

お
す
す
め
し
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
漬
物
を

作
っ
て
い
き
た
い

佐さ

さ

き
々
木 

弘ひ
ろ
み美

さ
ん

　「
自
家
産
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

お
い
し
い
漬
物
を
ど
う
ぞ
」と
話
す
の
は
、

涌
谷
町
の
佐
々
木
弘
美
さ
ん（
59
）。丹
精

込
め
た
漬
物
は
地
元
の「
わ
く
や
産
直
セ
ン

タ
ー
黄く
が
ね金

の
郷
」直
売
所
な
ど
で
販
売
。素

朴
な
味
は
、地
元
客
を
は
じ
め
、町
内
外
か

ら
訪
れ
る
お
客
さ
ん
に
も
人
気
で
す
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
、ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、露
地

な
ど
で
年
間
約
10
種
類
の
野
菜
を
ご
主
人

と
２
人
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。佐
々
木
さ
ん

が
手
掛
け
る
漬
物
加
工
は
、ミ
ッ
ク
ス
漬
け

な
ど
季
節
に
応
じ
て
年
間
約
15
種
類
。使

用
す
る
の
は
自
家
産
野
菜
に
加
え
て
、直
売

所
の
仲
間
が
栽
培
し
た
野
菜
を
使
い
、そ
の

都
度
独
自
で
色
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
工
夫
し

て
い
ま
す
。

　
味
付
け
に
は
美
里
町
の
鎌
田
醤
油（
株
）

の
醤
油
を
使
用
す
る
こ
と
で
味
全
体
の
ま
ろ

や
か
さ
を
表
現
。そ
の
他
の
調
味
料
に
加
え

て
、昆
布
の
出だ

し汁
を
使
用
し
て
い
ま
す
。「
昆

布
は
出
汁
を
と
り
や
す
く
す
る
た
め
、お
湯

に
つ
け
て
や
わ
ら
か
く
す
る
。昆
布
の
優
し
い

味
が
野
菜
に
染
み
込
み
野
菜
本
来
の
お
い
し

さ
を
引
き
出
し
、自
然
で
素
朴
な
味
に
仕
上

が
る
た
め
好
評
で
す
」と
佐
々
木
さ
ん
。

　
ま
た
、わ
く
や
産
直
セ
ン
タ
ー
く
が
ね
産

直
の
会
の
会
長
と
し
て「
涌
谷
町
は
自
然
の

資
源
が
豊
富
な
町
な
の
で
、身
近
に
あ
る
新

鮮
な
山
菜
等
を
気
軽
に
黄
金
の
郷
に
出
品

し
、み
な
さ
ん
の
交
流
の
場
と
し
て
活
用
し

て
も
ら
い
た
い
」と
呼
び
か
け
ま
す
。

PPickick  UUpp  NNews ews   地域の話題地域の話題

1「みなさんの交流の場にしてほしい」と佐々木さん　2年間約10種類の野菜を栽培している　3自家産野菜をふんだんに使う
4人気商品の「ナガイモの醤油漬け」のほか、約15種類を手掛けている

お
問
い
合
わ
せ
／

　
　  

わ
く
や
産
直
セ
ン
タ
ー
黄
金
の
郷

電
　
　
話
　
０
２
２
９（
４
３
）６
３
６
３

住
　
　
所
　
涌
谷
町
涌
谷
中
江
南
２
２
２

営
業
時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

定
休
日
　
毎
週
水
曜
日

334422

11

名取市

半
はんざわ

澤　勝
しょうすけ

助�さん（74）

共済部長歴26年

気仙沼市本吉町

及
おいかわ

川　衛
まもる

�さん（62）

共済部長・
　損害評価員歴12年

海
と
街
を
抱
く
森

　
石
巻
の
海
と
街
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
牧
山

市
民
の
森
は
、森
全
体
の
広
さ
が
約
62
㌶
と
広
大

で
、石
巻
河
南
IC
か
ら
車
で
お
よ
そ
20
分
と
気
軽

に
山
の
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
す
。

　
子
ど
も
に
人
気
の
長
さ
80
㍍
の
ロ
ー
ラ
ー
滑
り

　水稲７㌶とトマトをハウス14棟で栽培し、美食農園
ラ・ファータという名前で出荷しています。
　作物も人と同じで気持ちを込めて接するとその期待
に応えてくれるような気がします。「トマトが苦手でも食
べることができた」という声を聞くとうれしくなります。
　共済部長として、地域の組合員とコミュニケーション
を取りながら組合へ貢献できるよう努力したいです。

　（株）サンフレッシュ小泉農園の農場長として、施設ト
マト2㌶、水稲23㌶（飼料用米）、枝豆1.6㌶を生産して
います。今年から牧草も作付けを始めました。
　昨今、高齢化による組合員の減少と燃料や資材、肥
料の高騰で農業を継続していくことが難しくなってきて
います。災害時に農家を守るためＮＯＳＡＩも頑張って
いただきたいです。

県北支所県南支所

台
や
、人
工
芝
の
斜
面
を
ソ
リ
で
滑
る「
チ
ビ
ッ
コ

ゲ
レ
ン
デ
」な
ど
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
が
多
数
あ

り
、高
さ
14
㍍
の
展
望
台
か
ら
は
市
街
や
奥
松

島
、太
平
洋
ま
で
見
渡
せ
ま
す
。

　
ま
た
、野
外
炉
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
芋
煮
利
用

（
無
料・要
予
約
）、数
十
種
類
の
広
葉
樹
が
植
栽

さ
れ
て
い
る
13
本
の
遊
歩
道
で
は
、家
族
連
れ
で

気
軽
に
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
春
に
は
桜
、秋
に
は
紅
葉
、四
季
折
々
の
景
色

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
牧
山
市
民
の
森
に“
ぶ

ら
り
”足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▲展望台からの景色

▲海から街まで見渡せる展望台

石巻市 牧山市民の森

子どもに人気

木製遊具

開園時間
住　　所 石巻市湊字中座峰山

午前８時30分～午後４時30分
0225‐93‐9702
（牧山市民の森管理事務所）

牧山市民の森

電　　話
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B

A

E

CD

5

6 7

8

2 3 41

9 10 11

15 16

12 13 14

あ り 　 え だ ま め
く 　 ど ん て ん
せ お よ ぎ 　 ざ る
る 　 う 　 ば ら
　 と び い し 　 か
む こ 　 ち や つ み
が 　 ま ご 　 め ん

さ
わ
や
か
さ
ん

お
た
よ
り
広
場

佐　藤　敬　美さん（川崎町）

加　茂　明　子　さん（大河原町）

遠　藤　とも子　さん（角田市）

渡　辺　恵　子　さん（角田市）

佐　藤　幸　子　さん（大崎市）

伊　籐　敬　一　さん（美里町）

佐　藤　裕　二　さん（栗原市）

佐　藤　邦　昭　さん（栗原市）

佐　藤　喜代美　さん（栗原市）

後　藤　　　薫　さん（登米市）

45号の当選者
（応募総数は177通でした）

応 募 方 法

①ナンバープレース
　の答え
②郵便番号・住所
③氏名　④年齢
⑤電話番号
⑥NOSAIや広報紙
　に対するご意見など

大崎市三本木
字大豆坂24-3

NOSAI宮城
本所広報係 行

うら おもて
9 8 9 6 3 2 163

記 入 例
　はがきに記入
例のとおり明記の
上、ご応募くださ
い。正解者の中
から抽選で、10人
の方にクオカード
を差し上げます。

●〆切  2023年10月27日（金）
 〈当日消印有効〉

��緑の二重ワクに入った数字をABCDの順に
��並べてご解答ください。

46号のクロスワードの答えは

★当選者は次号に掲載します。

でした。
（エメラルド）えめらるど

46号の答えと45号の当選者

2 1 　 6
9 5 8

4 9 3 1
3 2 1

2 8 　 6
7 6 8 4 2

6 5 2 4
4 3

8 9 1 2

←ア

←イ

←ウ

D

A

B

C

ふ
る
さ
と
に

　
　
　元
気
と
笑
顔
を
届
け
た
い

　
犬
の
訓
練
士
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
動

し
て
お
り
、地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
愛
犬
と
ド
ッ

グ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
実
演
し
て
い
ま
す
。

　
中
学
生
の
頃
、母
が
自
宅
で
犬
の
ト
リ
ミ
ン

グ
兼
預
か
り「D

ear

わ
ん
こ
」の
経
営
を
始

め
、犬
と
暮
ら
す
家
族
の
幸
せ
を
母
と
共
に
サ

ポ
ー
ト
し
た
い
と
思
い
、こ
の
道
に
進
み
ま
し

た
。現
在
は
、災
害
救
助
犬
の
勉
強
や
イ
ベ
ン

ト
開
催
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
ペッ
ト
も
社
会
の
中
で
幸
せ
に
共
生
し
て
い

く
未
来
を
願
って
、愛
犬
と
一
緒
に
未
来
へ
つ
な

げ
る
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

大崎市

中
な か が わ

川 野
の の か

乃香 さん

　
私
の
祖
父
母
は
田
ん
ぼ
で
お
米
、
ハ
ウ
ス
と
畑

で
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
私
と
妹
は
祖
父
母

が
作
っ
て
く
れ
た
お
米
が
大
好
物
で
す
。
野
菜
は

農
薬
を
最
小
限
に
抑
え
、
と
て
も
甘
み
が
あ
り
栄

養
満
点
で
す
。
私
の
丈
夫
な
身
体
は
祖
父
母
の
お

米
と
野
菜
で
出
来
て
い
る
の
で
、
毎
日
感
謝
し
て

た
く
さ
ん
食
べ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
父
母
と
共
に
祖
父
母
を
手
伝
っ
て

い
き
た
い
で
す
。
「
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
身
体
に
気
を
つ
け
て
健
康

で
い
て
ね
！
」

お
米
と
野
菜
で

お
米
と
野
菜
で

　
　
　丈
夫
な
体
に

　
　
　丈
夫
な
体
に

赤赤あ

か

ま

あ

か

ま間間  

晃晃こ
う
す
け

こ
う
す
け佑佑

お米
大好き

●�

表
紙
の
慎
太
郎
さ
ん
、後
継
者
と
し
て
の
意
欲
と
て
も
ス
テ
キ
で

す
ね
。若
い
方
の
就
農
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。頑
張
っ
て
下
さ
い
。

【
加
美
町
Ｎ・Ｓ
さ
ん
】

●�

わ
が
家
の
味
レ
シ
ピ
を
見
て
い
た
ら「
む
か
ご
？
」初
め
て
知
り
ま
し
た
。

知
ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
ね
。参
考
に
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

【
山
元
町
Ａ・Ｙ
さ
ん
】

●��

昨
年
は
家
庭
の
事
情
で
植
え
な
か
っ
た
ナ
ス
、キ
ュ
ウ
リ
、モ
ロヘ
イ
ヤ

な
ど
を
少
し
作
り
ま
し
た
。楽
し
く
鮮
度
の
良
い
も
の
を
食
べ
た
い

と
思
い
初
農
業
を
し
て
い
ま
す
。夫
の
亡
く
な
っ
た
今
は
本
当
に
あ

り
が
と
う
の
野
菜
で
し
た
。私
も
少
し
は
作
れ
る
か
不
安
で
す
が
、

が
ん
ば
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　��

【
白
石
市
Ｍ・Ｔ
さ
ん
】

●�

ち
ょ
こ
っ
と
ぶ
ら
り
の
仙
台
市
海
岸
公
園
馬
術
場
に
行
っ
て
み
た
い

で
す
。馬
と
ふ
れ
あ
い
た
い
、乗
り
た
い
、で
も
運
転
は
ム
リ
。ど
う
し

た
ら
い
い
の
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�����

【
加
美
町
Ｔ・Ｍ
さ
ん
】

●�

絆
レ
タ
ー
を
書
い
て
く
れ
た
丸
田
望
生
さ
ん
。お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
作
る
お
米
や
野
菜
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
る
姿
が
浮
か

ん
で
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　��

【
角
田
市
Ａ・Ｍ
さ
ん
】　
　
　
　

松
島
町
滝
ノ
沢

年間購読料
5,520円
（郵送料込み）

収入保険情報をより早くキャッチ！

　収入保険を加入および検討されている方で、今
回農業共済新聞を申し込みされ、クイズに回答
いただいた方の中から100名様にクオカードを
プレゼントします。詳しくは最寄りの支所まで。

収入保険と農業共済新聞のコラボキャンペーン実施中

 毎週水曜日、
 月４回の発行です。

この機会に購読デビューを

農業共済新聞を購読しませんか

赤
あ か ま

間　晃
こう

 佑
すけ

 く ん（14）　 桃
も も は

羽 ちゃん（3）

お父さん 拓
た く や

弥 さ ん

お母さん 奈
な

 央
お

 さ ん

おじいちゃん 啓
け い じ

■治 さ ん

おばあちゃん みや子
こ

 さ ん

栗
原
市
志
波
姫

有
限
会
社
サ
ン
ア
グ
リ
し
わ
ひ
め

代
表
取
締
役

三み
う
ら浦 

和か
ず
え
い栄

さ
ん

　
梅
雨
の
晴
れ
間
の
６
月
下
旬
、栗
原
市
志
波
姫
の（
有
）サ

ン
ア
グ
リ
し
わ
ひ
め
へ
伺
い
ま
し
た
。ト
マ
ト
の
植
替
え
準
備

で
忙
し
い
中
で
し
た
が
、作
業
を
中
断
し
て
い
た
だ
き
写
真

撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
13
年
７
月
に
創
業
し
た
同
社
は
、２
㌶
の
ガ
ラ
ス

温
室
で
ト
マ
ト
の
養
液
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
り
、「
サ
ン

ひ
め
っ
こ
」ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
仙
台
や
東
京
の
市
場
へ
年
間

５
０
０
㌧
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
代
表
取
締
役
の
三
浦
和
栄
さ
ん（
50
）は
、「
甘
さ
と
適
度

な
酸
味
を
感
じ
ら
れ
る
、ト
マ
ト
ら
し
い
味
の
品
種『
桃
太

郎
』に
こ
だ
わって
生
産
し
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　「
今
以
上
に
知
名
度
を
上
げ
て
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
、高

品
質
な
ト
マ
ト
を
よ
り
多
く
の
消
費
者
へ
届
け
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
って
く
れ
ま
し
た
。

ヒント
①イの列にもウの列にも『8』が見えています。
　アの列の『8』はどこに入るでしょうか。
②2ページ『令和4年度の収入保険の加入者数は…』

①タテ９列、ヨコ９列のどの列にも１〜９の数字が
　１つずつ入ります。
②太線で囲まれた９マスのブロックごとにも１〜９
　の数字が１つずつ入ります。

基本ルール
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レシピ

わが家の

味

募集中!

令
和

5年（
2023）9月

号
 N

O
.48

み な
 ご

編
集

・
発

行
宮

城
県

農
業

共
済

組
合（

N
O

SA
I宮

城
）

〒
989 -6321 宮

城
県

大
崎

市
三

本
木

字
大

豆
坂

24 -3
TEL 0229 -87 -8281　

FA
X 0229 -87 -8289　

https://w
w

w
.nosaim

iyagi.or.jp/　
 デ

ザ
イ

ン
  川

嶋
印

刷
株

式
会

社
  
令和5年8月に本所が仙台市から　
大崎市に移転しました。

本所 
〒989-6321 大崎市三本木字大豆坂24-3 
☎︎0229-87-8281㈹
　0800-170-6701

県南支所
（旧県南支所、旧亘理名取支所） 
〒981-1505 角田市角田字町田113 
☎︎0224-63-2012㈹
　0120-059-431

中央支所
（旧宮城中央支所、旧六の国支所、旧大崎支所） 
〒989-6321 大崎市三本木字大豆坂24-3 
☎︎0229-87-8271㈹
　0120-832-141

県北支所
（旧栗原支所、旧迫支所、旧石巻支所） 
〒987-0512 登米市迫町森字平柳34-88 
☎︎0220-22-8411㈹
　0120-818-413

県南家畜診療センター 
〒989-0731 白石市福岡深谷字桜丘前10 
☎︎0224-25-4565㈹

中央家畜診療センター 
〒989-6251 大崎市古川小野字嵐山26-1 
☎︎0229-28-2581㈹

県北家畜診療センター 
〒987-0611 登米市中田町浅水字二号416 
☎︎0220-35-2880㈹

家畜診療研修所 
〒981-3602 大衡村大衡字平林39-4 
☎︎022-345-2241㈹

ホームページ
https://www.nosaimiyagi.or.jp/

メールアドレス
kouhou@nosaimiyagi.or.jp

夏
野
菜
の

　
春
雨
サ
ラ
ダ

❶ニンジン、キュウリ、ハムを細切りにする。キッ
チンペーパーでキュウリの水気をしっかりとる。

❷鍋にニンジンと水を入れて火にかける。沸騰した
ら春雨を加え、お好みの固さに茹で、ザルにあげ
水気を切る。

❸トマトを輪切りにする。
❹卵は錦糸卵にする。
❺絹さやを茹でて千切りにする。
❻ボウルに茹でた春雨とニンジン、キュウリ、ハム

を入れ和風だしを混ぜる。
❼❻にAを加えて混ぜ合わせる。
❽器にトマトを敷きその上に❼を盛り付け錦糸卵と

絹さやを散らして完成。

● キュウリの水気は、しっかりとると水っぽくなりません。

料理紹介者

鈴
す ず き

木 ひろ子
こ

さん

柴田町

材 料〈2〜3人分〉 作 り 方

県南支所

県北支所

本所・中央支所

春雨……………………… 30g
ニンジン………………… 80g
キュウリ…………………１本
絹さや………………… 10枚
トマト……………………２個
卵…………………………２個
ハム………………………５枚
和風だし……………小さじ１

ごま油………………小さじ２
酢……………………小さじ２
白いりごま…………小さじ２

Ａ


